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第4カンパニー　ポンプ・LUBグループ　PM-1班 14

2021

上
長
方
針

緊
急
度

重
要
度

挑
戦
度

品
質
改
善

予
算
措
置

技
能
伝
承

効
果

評
価
点

教育回数が多く
時間がかかる ◎○◎◎○◎◎◎２２

埋め込みボルトの基準作成 ○△◎△○○○◎15

ピン打ち作業が
難しい ○○◎○◎◎○◎２０

オイルエアーにバリが残る ◎○◎○◎◎○○２０

軸のピン穴加工 ◎△◎○◎◎○◎20

キー幅寸法見直し ○○◎△◎◎△◎18

駆動室への給油に
時間がかかる ◎◎○○◎◎△○１９

評価項目

改善内容

◎３点 ○２点 △１点〈マトリックス図〉

２ 会社紹介１

３ 職場紹介 ４ サークル紹介

５ テーマの選定

第4カンパニーはトライボロジーで培った技術を活かした軸受以外の潤滑技術応用製品
や新事業の製品製造・販売を行っています。スリムサークルはポンプ・LUBグループに所
属し、食品やトイレタリー用品メーカーに使われるロータリーポンプや LUB (LUBRICATION

= 機械などに油をさすこと)と呼ばれる工作機械の潤滑機器を製造しています。

サークルレベルはＣゾーンです。メンバーの平均年齢は43.6歳とベテランがメインの
サークルですが「多能工化」の低さが課題です。

課題をメンバー全員によるブレインストーミングで洗い出して、それらを層別し、
マトリックス図で評価したところ「教育回数が多く時間がかかる」が高点数でした。

【事業内容】
・自動車用エンジン軸受（半割メタルなど）
・自動車用エンジン以外軸受（ショックアブソーバー用ブシュなど）
・非自動車用軸受（大型及び中小型船舶用軸受・建設機械・発電用軸受・一般産業用軸受など）
・自動車用軸受以外部品（アルミダイカスト製品・曲げパイプなど） ・その他
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実施項目 担当 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

Ｐ

テーマの選定 全員

活動計画の作成 野中

現状調査
目標設定

全員

Ｄ

攻め所の明確化 全員

方策の立案
成功シナリオの追求

と実施
全員

Ｃ 効果の確認 全員

Ａ

標準化と
管理の定着

全員

反省と今後の課題 野中

LUBを救え！デジタルツールを用いた教育システムの改革！

課題達成型テーマ

計画 実績活動計画
使用ＱＣツール
活動方法etc.

・親和図法
・マトリックス図法

・グラフ

・ガントチャート

・チェックシート
・グラフ

・親和図法

・系統図
・攻め所発掘シート

・系統図法+マトリックス図法
・ブレーンストーミング法
・成功シナリオの追求シート
・アローダイヤグラム

・グラフ

・5Ｗ1Ｈ

６ テーマ選定の背景 ７ 活動計画

８ 現状把握① ９ 現状把握②

10 現状把握③ 11 現状把握③

12 現状把握④ 13 現状把握⑤

LUBの受注状況が急回復し、人手不足を補うため、同じグループ内のメンバーから
LUB組立の応援が必要となりました。目指せLUB組立作業の多能工化！
しかし、ベテランお姉さんが応援者への教育に付きっきりで生産ダウンです。

グループ全員でLUB組立作業をカバーできる生産体制、担当間を横断した多能工化
を目指し、応援者 (初心者) の教育システムを強化することでテーマを決定、計画しま
した。

最もシンプルで多く生産しているLUBのMRJ-CEを製品ターゲットにしました。
実際の作業は多種多様な部品のバリ取りや洗浄、組立作業です。工数がとても多い
ので、教育にはベテランお姉さんが付きっきりでOJTが必要となります。

ベテランお姉さんが教育に費やした時間と、付きっきりのOJT教育を受けた応援者
２人の組立作業時間と品質を確認しました。

次に教育の方法を変え、紙の作業手順書を見ながら作業を実施し、分からない手順
については都度ベテランお姉さんに確認する方法を取りました。しかし組立作業時間
も品質もばらつきが出てしまいました。

紙の作業手順書だけでは作業の理解度にばらつきがあることが分かりました。
作業手順書の問題点を親和図法で層別化しました。

問題点は9項目にまとまりました。しかし、そこには根本的な問題として、
「行為保証」に基づいた作業手順書を作成できていないところにありました。



14 目標設定

教
育
回
数
０
秒

理想
の姿

課題
原理
原則

現地・現物・現実

誰
で
も
で
き
る
作
業
手
順
書

や
り
方
が
わ
か
る

内
容
と
環
境
が

一
致
し
て
い
る

・カンコツがわからない

・作業の流れがわからない

・特殊道具の使い方がわからない

・道具の保管場所がわからない

・道具の種類がわからない

・注意点がわからない

・部品の種類がわからない

・部品の保管場所がわからない

・設備の使い方がわからない

項目毎の
ありたい姿

・カンコツがわかる

・作業の流れがわかる

・使い方がわかる

・注意点がわかる

・保管場所がわかる

・どの部品を使うか
わかる

・どの道具を使用する
かがわかる

・設備の使い方が
わかる

特性・項目 目標 現状の姿 ギャップ 攻め所候補
（ギャップをなくすための）

採
否

特性1 教育時間 ０秒
平均
1710秒

1710秒

特
性
を
実
現
さ
せ
る
項
目

（手
段
系
項
目
）

方法
流れがわかる 流れがわからない

手順書からは
読み取れない

一連の動作が
イメージできる

○
コツがわかる コツがわからない

道具

使い方がわかる 使い方がわからない 詳細が未記入 使い方がわかる ○
道具を取りに
行ける

保管場所が
わからない 詳細が未記入

道具の保管場所がわかる
（空間把握ができる工夫） ○

使用道具が自分で
選択できる

多種類あるため
迷う 使う道具未記入 使用道具がわかる ○

設備
設備を使っての
作業ができる

使い方が
わからない

作業の流れと
操作方法が
マッチしない

設備を使っての
作業がわかる ○

素材

使用部品が自分で
選択できる

どの部品を使うか
わからない

部品の詳細が不十分
類似品などから楽に
区別できるようになる ○

部品を自分で
取りに行ける

保管場所が
わからない

保管場所が記入
されてない

部品の保管場所がわかる
（空間把握ができる工夫） ○

失敗 失敗しない
失敗するとき
がある

注意点が
ない

注意点、失敗例が
わかる

○

教
育
回
数
０
秒

一連の動作が
わかる

（特性） （攻め所） （方策展開）

道具の使い方が
わかる

道具の
保管場所がわかる
（空間把握できる工夫）

使用道具が
わかる

設備を使っての
作業がわかる

類似品などから
区別できる

部品の保管
場所がわかる

（空間把握できる工夫）

注意点、失敗例
がわかる

方策案
効
果
有
無
期待効果

採
否
順
位

作業手順を動画化 ○ ◎ ○ 1

道具の使い方を記載 ○ ◎ ○ 4

道具の取説を保管 △ ○ ×

保管場所を動画
内で案内する

○ ◎ ○ 3

使う道具を記載 ○ ◎ ○ 2

道具に使用工程を表示 △ △ ×

作業手順を動画化 ○ ◎ ○ 1

部品の詳細を
手順書に記載

○ ◎ ○ 5

部品の保管場所を
動画内で案内する

○ ◎ ○ 6

注意点を記載 ○ ◎ ○ 7

一連の動作を
記載

道具の使い方が
わかる工夫

道具の保管場所
がわかる工夫

どの道具を使う
かわかる工夫

一連の作業を
記載

どの部品を使う
かわかる工夫

部品の保管場所
がわかる工夫

注意点、失敗例
がわかる工夫

〈系統図〉

Ｎｏ. 方策案
シナリオ

（具体的な実施手順。
実現性も考慮）

期待
効果

障害・
悪影響

障害・悪影響
回避処置

採用
可否

1
作業手順を
動画化

①ＶＲシステムを導入
②一連の流れを動画化

③カンコツ、重要な所はピック
アップし撮影

◎ 目が疲れる
タブレットも使用
可能にする

○

2 使う道具を記載
①写真と名称を記載
②ＶＲ手順書に取り込む ◎ 特になし ○

3
道具の保管場所
を動画で案内

①道具管理の徹底
②ＶＲ手順書にて保管場所を

掲示
◎

①歩きスマホの危険
②環境が崩れると機能

しない

①移動する際のルールを
決める

②管理の徹底
○

4
道具の使い方を

記載
①使い方を調べる

②道具の使い方Ｑ＆Ａを記載 ◎ 特になし ○

5
部品の詳細を
手順書に記載

①写真と名称を記載
②ＶＲ手順書に取り込む ◎ 特になし ○

6
部品の保管場所
を動画で案内

①部品管理の徹底
②ＶＲ手順書にて保管場所へ

案内
◎

①歩きスマホの危険
②環境が崩れると機能

しない

①移動する際のルールを
決める

②管理の徹底
○

7 注意点を記載

①注意するべき
ポイントを調べる

②作業手順書に写真や
注意書きを記載

◎ 特になし ○

Ｎｏ. 方策案 シナリオ 担当

1
作業手順を
動画化

①ＶＲシステムを導入
②一連の流れを動画化

③カンコツ、重要な所はピック
アップし撮影 明間

2 使う道具を記載
①写真と名称を記載
②ＶＲ手順書に取り込む

野中

3
道具の保管場所
を動画で案内

①道具管理の徹底
②ＶＲ手順書にて保管場所を

掲示
浦野

4
道具の使い方を

記載
①使い方を調べる

②道具の使い方Ｑ＆Ａを記載
山田

5
部品の詳細を
手順書に記載

①写真と名称を記載
②ＶＲ手順書に取り込む

高木

6
部品の保管場所
を動画で案内

①部品管理の徹底
②ＶＲ手順書にて保管場所へ

案内
紫藤

7 注意点を記載

①注意するべき
ポイントを調べる

②作業手順書に写真や
注意書きを記載 古田

D

シナリオ 担当

これらをまとめた
VR作業手順書を

作成
明間 野中

留意点 日程

チームワークを
大切に

10月15日
まで

VR

1 2 4

タブレットに
VRソフトを入れる

3

作業手順書の
内容を検討

5

必要なものを
リスト化＆手配

6

360°カメラの
手配

7

使い方を学ぶ

8

作業手順書の
内容を再検討

9

ＶＲ導入完了
製作準備

2日 2日

1日

3日 1日

2日 2日 1日

行為保証など動画をさらに分かり
やすくする為、動画編集ソフトを導入

シンクラ内にソフトを
入れるのにてこずって
しまい半月かかった

4Co推進室のPCを使
うが人気なPCのため
届くのに１か月ほど
かかってしまった

VR

PCにVRソフトを
入れる

〈アローダイヤグラム〉

15 攻め所の明確化①（5ゲン主義で因果関係を考える）

16 攻め所の明確化②（攻め所発掘シートで整理） 17 方策の立案①

18 方策の立案②（上⻑からの助⾔） 19 成功シナリオの追求（教育時間ゼロを目指せ！）①

20 成功シナリオの追求（教育時間ゼロを目指せ！）② 21 成功シナリオの実施①

誰でも作業ができるようになる作業手順書を作成するため、系統図で最適手段を
探ります。

攻め所発掘シートで最適手段を整理し、８つの攻め所に洗い出しました。
方策案を考え、マトリックス図で評価した結果、７つの案を採用することにしまし
た。特に紙の作業手順書の動画化に着目し、これにより行為保証も網羅した手順書を
作成します。

作業手順書をデジタル化するにあたり、上司からのアドバイスにより、VRクラウド
ソフトの活用を検討することになりました。 （VR：Virtual Reality･･･仮想現実）

方策案に対し、シナリオを考え期待効果を評価します。その後、障害や悪影響を
予測し、回避策を検討した結果、全ての案を採用することになりました。

VRクラウドソフトを使用して、全く新しいＶＲ作業手順書を作成していきます。

アローダイヤグラムにより進めました。流石は平均年齢43.6歳の我がサークル、
パソコン・電子機器に弱いことや、VRクラウドソフトの操作になれないことから、
何度も暗礁に乗り上げました。しかし、諦めずに工夫し、頑張って作成しました。



項目 良かった点 苦労した点 今後の課題

Ｐ

テーマ選定 課題達成型への挑戦
挑戦する派
しない派で対立

課題達成型の定着

目標設定
横展開で先に
繋がる内容だった

とても高いハードルであった

活動計画 全員で取り組めた
計画通りに
進まなかった

Ｄ

現状調査 細かく調査できた
LUBが忙しくなかなか
時間が作れなかった

攻め所の
明確化

５ゲン主義で分析できた
初めての課題達成に

躓きました

成功シナリ
オの実施

作業手順書を新たな
次代へ進めた

初めての課題達成に
躓きました

Ｃ 効果
目標を達成することが

できた
なし

Ａ 標準化 5Ｓの意識が高まった 周知への徹底 環境と内容の維持

22 成功シナリオの実施②

23 成功シナリオの実施③

VR作業手順書を、作業素人の設計と品質保証のスタッフに使ってみてもらいました。

24 効果の確認①（作業時間と製品品質）

25 効果の確認②（教育時間と金額） 26 標準化と管理の定着

27 効果の確認③（無形効果・サークルレベル評価） 28 反省と今後の進め方

多能工化など２項目の成⻑がみられました。リーダーが率先して活動の運営やグルー
プディスカッションを多く行ったこともあり、会合でのメンバーの発⾔が増えました。

VR作業手順書のメイン画面では、360°視点での現場映像を見ることができます。
左上に工程の一覧があり、クリックすると対象工程のVR作業手順書が開きます。

手元の細かい作業は解説付きの動画で確認します。
タイマーがあり、標準作業時間も体感できます。


